
静岡市瀬

遺跡V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研
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V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
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古墳後期～奈良

V(遺 物編 II) 1996 埋蔵文化財調査研
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古墳後期～奈良

静岡市瀬名

瀬名遺跡V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所

‐

‐

tD望

272
スギ

〈
‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐――‐―ＩＨ‐―‐‐‐‐国脚劇Ｎ〓リロ
ぉ２７．君

●
■

270
スギ

，

２ ６ ９

君

ら
曼
り
●
０

82



奈良～平安

岡

瀬名遺跡V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文

鳴

爾

　

７ ８２

奈良～平安
スギ

褻

283
奈 良～中世

スギ

277
平安

イヌマキ属

ｎｉｌ固―――‐――‐――‐――‐‐捌脚Ⅷ卿
為　２８２鞍君

脇
母
Ｈ

・
――
．１１
１１ｌ
Ⅲ
Щ
ｏ
ｅ

Ψ

0

276
奈 良～中世

イヌマキ属

11 275
平安
イヌマキ属

例
洲
＝
Ｈ
口

280
平安
スギ

一

一 ●

273
奈 良～中世

スギ

目
⑤
∞

279
平安
イヌマキ属

83



奈良～平安

岡市瀬名

瀬名遺跡V(遺物編H) 1996 (財 )静岡県埋蔵文化財調査
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静岡市サII

川合遺跡 遺物編 3(図版編 ) ４

６

９

９

９

９

９

８

１

１

９１

川合遺跡 遺物編 3(図版編 )
川合遺跡 遺構編 (図版編 )

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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弥生後期～古墳前期

市川

川合遺跡 遺物編 3(図版編 ) ４

６

９

９

９

０

９

９

８

９
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９
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(財)静岡県埋蔵文化財調査研
II合遺跡 遺物編 3(図版編) (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所川合遺跡 遺構編 (図版編 )
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遺跡筈 川合遺跡 8き代・ 8き期 古墳前期

所在地 静岡市サII合

文献 川合遺跡
川合遺跡
川合遺跡

嘲

遺物編 3(図版編 )
遺物編 3(図版編 )
遺構編 (図版編 )
遺構編 (本文編)

1 9 94 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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古墳中期後半

川合遺跡

川合遺跡

川合遺跡

遺物編 3(図版編)
遺構編 (図版編)
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古墳 中期後半川合 ,
静岡市サキ1合

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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奈良後半～平安時代 (9C後 ～10C)

静 岡市川含
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奈良後半～平安時代(9C後～10c)

静 岡市川合
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奈良後半～平安時代 (9C後 ～10C

静 岡市川合
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奈良時代後半～平安時代 前期

静岡市川合新 田字 内荒
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市サ|
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川合遺跡人反田地区

市川合
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川合遺跡人 古墳末～奈良・平安

川合遺跡人反田地区 1 1991
H合潰跡人反田地区H 1995
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奈 良・平安時代 (8C後 ～9C前 )

静 岡市北安東 4丁 目。岳美 1丁 目・立石
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I(遺構FyR) 1995
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弥生後期～古墳初頭

静岡市大岩・北安東

池ヶ谷遺跡HI
池ヶ谷遺跡 I 遺構編
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弥生後期～古墳初頭

静岡市大岩・ 1ヒ 安 東

静岡県埋蔵文化財調査研究所92 (財 )
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弥生後期～古墳初頭

静 岡市大岩・北安 東

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
)静岡県埋蔵文化財調査研1995

1992池ヶ谷遺跡 I 遺構編
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遺跡筈 池 ヶ谷 遺!跡    1 8書代・Bき期 1赤二後扉 古墳初頭
所在地 静 岡市大岩・ 1ヒ 安東

文献 1 995 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
992 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所
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弥生後期～古墳 初頭

静岡市大岩・ 北安 東
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弥生後期～古墳初頭

静 岡市大岩・ 1ヒ 安東

池ヶ谷遺跡HI 遺物編  1995 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究万
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遺ヽ跡IV 1996
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弥生後期～古墳初頭

静 岡市大岩・北安 東

ヶ谷遺跡HI 遺物編  1995
池ヶ谷遺跡 I 遺構編 1992 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
谷潰跡 IV 1996
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弥生後期 ～古墳初頭

静 岡市大岩・北安東

池ヶ谷遺跡HI 遺物編  1995 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究万
池ヶ谷遺跡 I 遺構編  1992 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
谷遺跡 IV 1996
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静岡市大岩・北安東

池ヶ谷遺跡HI 遺物編  1995 (財 )静岡県埋廠文化財調査研究万
池ヶ谷遺跡 I 遺構編  1992 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所
谷潰跡 IV  199
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静 田市大岩・北安 東
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市豊田

駿河・豊田遺跡  1982 日本電信電話公社 静岡市教育委員会
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縄文後期後葉～未葉

静岡市西大容

蛭田遺跡 (本編) 1990 中都電力株式会社 静岡市教育委員会
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古墳時代後期 (6C前 半 )

市長沼

2次発掘調査報告書 2002 静
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弥生後期 ～古墳前期

〒登呂 。高松

日本考古学協会編
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弥生後期～古墳前期

呂・高松

日本考古学協会編
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弥生後期～古墳前期

。高松
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弥生後期～古墳前期

静岡市登呂 。高松
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弥生中期後半、後期後半～古墳初頭

静岡 ・富士見台・有東・登呂

有 第 14次調査報告書  1997

弥生中期後半～後期初頭
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有東楯子遺跡 (有東遺跡 )

静岡市有東
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子遺跡 (有東遺跡 )
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市南人幡町

鷹ノ道遺跡 1996 株式会社静岡新聞社 静岡市教育委員会
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古墳後期 ～奈 良初頭 (第 1検 出面 )

岡市南人幡町

と重重跡 1996 株式会社静岡新聞社 静岡市教育委員会
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弥生後期後 半～古墳前 期 (第 2検 出面 )

岡市南人

鷹ノ道遺跡 1996 株式会社静岡新聞社 静岡市教育

法

順
館

‐

3  ~

面

因

剛

州

ＵＤ

一

‐
帥

苺
Ｕ

‐

一

一

脇
脚
酬
剛
側
―――
――Ｉ
Ⅷ
‐――
―キ‐
自
―‐１‐Ⅲ
ＩＩＩＩＩＩ
脚
悧
――ｌｉｌ
ＴＩＩ
脚
脚
崎
Ⅲ
げ

一

120



市南八

1996 株式会社鷹ノi

留

３． Ｗｉ‐

　

　

７

帥

棚

Ⅷ

Ⅷ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

ＩＩ Ｉ

削

一

一

酔 棚

霞

‐

法量

１

鵬

出

脚

悧

――――

―――

――――

―――

―――

凹

ＩＨＩ

ＩＲＩ

団

ｇ

一

一

∩

眸

日

馘

剛

Ⅲ

川

田

印

刷

邑

脚

Ⅷ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩ Ｉ

Ｖ

121



『清水遺跡』焼津市教育委員会・藤枝土木事務所 1992
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静岡県焼津市焼津、中通、深田、高田、山田、自之腰

『自之腰遺跡』増井義己編 焼津市教育委員会発行 1(X灘.11.3
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9

法量



弥生時代～古墳時代、奈良時代、平安時代

静岡県藤枝市立花

『静岡県藤枝市郡遺跡発掘調査概震』 昭和56年度立花地区の調査 藤枝市教育委員会 1982.3.27
『静岡県藤枝市部遺跡発掘調査概要Ⅱ』昭和58年度立花地区の調査 藤枝市教育委員会 1叡剪325
『静岡県厳枝市郡遺跡発掘調査概要V』 平成10・ 11年度給油所建設に伴う立花地区の発掘調査

籐枝市教育委員会 ma熟

EE-3,   中
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静岡県藤枝市瀬古字秋含

『静岡県藤枝市秋含追跡発掘調査報告書I』 藤枝市教育委員会 1983.3.25

…

2
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弥生時代後期～古墳時代、古墳時代中期

静岡県島田市適含

『矢崎追跡Ⅱ』財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 2001.3.30
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弥生時代中期～古墳時代

静岡県小笠郡浜岡町下朝比奈 (現 :御前崎市)

『南谷遺跡 遺物編 I木製品図版編』浜岡町教育委員会 2001.3.31

‐剛
留
Ｕ
‐６

Ｔ
『

３
　
‐蜘蜘脚潮紳図‐咆　５

汗
Ｈ
Ｈ
Ｕ

‐触
２

法量

―

―

ゝ

ｒ

ｔ

，

‐
―

ち

ト

ー

ン

ー

〕



静岡県Bヽ笠郡浜岡町下朝比奈 (現 :御前崎市)

『南谷遺跡 遺物編I木製品図版編』浜岡町教育委員会 2001.3.31
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弥生時代中期～古境時代

静岡県小笠郡浜岡町下朝比奈 (現 :御前崎市)

『南谷遺跡遺物編I木製品図版編』浜岡町教育委員会 2001.3,31
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静岡県小笠郡浜岡町下朝比奈 (現 :御前崎市)

谷追跡 遺物編 I木製品盟版編』浜岡町教育委員会 2001.3.31
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川田 。東厳田遺跡

静岡県小笠郡小笠町下平川字サII田

『川田。東原田遺跡』可ヽ笠町教育委員会 2001.2.23
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脚
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静岡県小笠郡菊川町耳川

『耳川遺跡 (Ⅱ )』 静岡県中遠農林事務所・静岡県菊川町教育委員会 1986.3,10
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静岡県磐田市鎌田

『長江崎遺跡発掘調査報告書』磐田市教育委員会 1998,3.29
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田市東

野 1994 磐田市教育委員会
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奈良 。平安時代

田市見付

大宝院廃寺遺跡第7次発掘調査報告書  1996 磐田市教育委員会

勢 屏     マ
1   1       1
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※ 1・ 2は検出状況から瞳竿支柱と推定されている。

(17.5)
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静岡県磐田市玉越字松免

『玉越遺跡』建設省中部地方整備局 静岡県教育委員会磐田市教育委員会 1986。 3.31
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静岡県磐田市中泉字御殿及ぴ二之富

『御殿 。二之富遺跡第6次発掘調査報告書』出�き古学研究所編 1995.3.31

御殿三之富遺跡調査会 磐田市教育委員会発行
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静岡県磐田市中泉字御殿及び二之富

『御殿・三之富遺跡第 6次発掘調査報告書』出武蕎古学研究所編 1995,3.31

御殿三之自遺跡調査会 磐田市教育委員会発行
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御殿・三之宮遺跡

静岡県磐田市中泉字御殿及び三之宮

『御殿・三之富遺跡第 6次発掘調査報告書』山武者古学研究所編 1995.3.31

御殿三之富遺跡調査会 磐田市教育委員会発行
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静岡県磐田市中泉字御殿及び二之富

『御殿・三之宮遺跡第 6次発掘調査報告書』出武老古学研究所編 1995.3.31

御殿三之富遺跡調査会 磐田市教育委員会発行
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静岡県袋井市国本坂尻

『坂尻遺跡…序文。古墳時代編』袋丼市教育委員会 1985,3.31
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静岡県袋井市国本

『坂尻遺跡』(遺物。続括編)袋井市教育委員会 1994.3.25
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静岡県袋井市国本

『坂尻遺跡』(遺物・統括編)袋井市教育委員会 1994,3.25
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静岡県浜松市恒武町

『恒武西富・西浦遺跡』財団法人静岡県埋戯文化財調査研究所 2000.3,31
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静岡県浜松市恒武町

『恒武西富。西浦遺跡』財団法人静岡県埋戯文化財調査研究所 2000.3,31
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静岡県浜松市恒武町

『恒武西富・西浦遺跡』財団法人静岡県埋戯文化財調査研究所 2000.3.31
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静岡県浜松市1厘武町

『1厘武西富。西浦遺跡』財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 2000.3,31
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静岡県浜松市恒武町

『IEIt西富。西浦遺跡』財団法人静岡県埋戯文化財調査研究所 2000,3.31
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静岡県浜松市恒武町

『恒武西富・西浦遺跡』財団法人静岡県埋戯文化財調査研究所 2000.3.31
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静岡県浜松市恒武町

『恒武西富・西浦遺跡』財団法人静岡県埋蔵文イヒ財調査研究所 2000.3.31
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